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熊本熊本ソフトウェアソフトウェア株式会社株式会社のの会社概要会社概要  

• 国、県、民間企業出資の会社（第3セク
ター） 

• 平成2年に地域ソフトウェア関連事業の発展
のために設立 

• 主な事業内容： 

 ソフトウェア開発及び人材育成、身体障害者
へのソフトウェア開発訓練、バーチャルスタ
ジオによるコンテンツ制作 

• 日医IT認定サポート事業所  
  平成15年4月に取得 認定番号4022011 



  

熊本熊本ソフトウェアソフトウェア研修研修センターセンター  

通商産業省通商産業省  労働省労働省  

平成2年4月設立 



  

熊本熊本ソフトウェアソフトウェア研修研修センターセンター  

新事業創出促進法新事業創出促進法にに基基づきづき会社名変更会社名変更  

熊本熊本ソフトウェアソフトウェア株式会社株式会社 



  

人材育成 

情報関連人材育成情報関連人材育成センターセンター    

身体障害者身体障害者ソフトウェアソフトウェア開発訓練開発訓練センターセンター  

産業情報産業情報マルチメディアマルチメディア  
ネットワークセンターネットワークセンター  

 



  

ORCAORCAプロジェクトプロジェクトとのとの関係関係  

  平成13年に実施された熊本県における日

医標準レセプトソフト（ORCA）の試
験運用協力機関として参加 



  

ORCAプロジェクトとは？ 

    ORCA…Online Receipt Computer Advantage 
 （進化型オンラインレセプトコンピュータシステム） 

 

    ＯＲＣＡＯＲＣＡはは、、日本医師会日本医師会““研究事業研究事業プロジェクトプロジェクト””のの名称名称ですです。。

このこのプロジェクトプロジェクトではでは『『医師会総合情報医師会総合情報ネットワークネットワーク構想構想（（199199
７７年年））』』のの構成構成ツールツールのの一一つとしてつとして「「日医標準日医標準レセプトソフトレセプトソフト（（日日

レセレセ）」）」をを開発開発しましたしました。。  

    日日レセレセはは平成平成1414年年1212月月にに正式版正式版ががリリースリリースされされ、、平成平成11７７年年

１１月現在月現在、、全国全国でで既既にに１２２９１２２９施設施設（（うちうち並行運用並行運用はは２１０２１０施施

設設））のの導入実績導入実績がありますがあります。。  



  

ORCAORCAプロジェクトプロジェクトではでは  
                          （（日医総研日医総研））  

  医療機関経営環境医療機関経営環境がが悪化悪化するなかするなか、、良質良質なな医医

療療をを継続的継続的にに提供提供できるようできるよう、、医師医師やや医療機医療機

関内部関内部のの情報化情報化、、そしてそして医療機関同士医療機関同士のの情報情報

交換交換をを支援支援するする  

      ＜＜レセコンレセコンのの普及普及＝＝新新たなるたなる医療情報医療情報のの基盤基盤＞＞  



  

ORCAORCAプロジェクトプロジェクト史史  
• ２０００年 

– ＯＲＣＡプロジェクト始動（早春） 
• 無床診療所向けレセプトソフトの開発開始 

• ２００１年 
– 日経新聞（1/18朝刊1面）にて報道される 
– 全国医療機関での試験運用（7月～翌年2月） 
– 日医ＩＴ化宣言（11/20） 

• ２００２年 
– 「日医標準レセプトソフト」のオープンソース化（2/28） 

• 名称をORCAから「日医標準レセプトソフト」と名称を改める 

– 本稼働開始（4月） 
– 併用禁忌データベース公開（6月） 
– 診療支援システム開発キット（OPAS）評価版公開（10月） 
– レセプトソフト入院機能評価版公開（11月） 

• ２００３年 
– クイックインストールＣＤイメージ公開（2月） 
– 入院版本稼働開始（4月） 



  

日医日医ＩＴＩＴ化宣言化宣言（（20012001..1111..2020））  

  日本日本医師会医師会はは、、医療現場医療現場ののＩＴＩＴ化化（（情報技術情報技術））をを進進めるためめるため、、
土台土台となるとなるネットワークネットワークづくりをづくりを行行ううことをことを宣言宣言しますします。。  
  
まずまず、、各医療現場各医療現場にに標準化標準化されたされたオンラインオンライン診療診療レセプトシスレセプトシス
テムテムをを導入導入しし、、互換性互換性のあるのある医療情報医療情報をやりとりできるようにをやりとりできるように
するする計画計画（（ORCA ORCA ,,Online Receipt Computer Online Receipt Computer 
AdvantageAdvantage））をを推進推進しますします。。  
  
このこの計画計画のためにのために日医日医がが開発開発したしたプログラムプログラムややデータベースデータベースはは
全全てて無償無償でで公開公開されますされます。。  
  
医療医療現場現場のの事務作業事務作業のの効率化効率化をを図図りり、、コストコストをを軽減軽減させるとさせると同同
時時にに、、誰誰もがもが自由自由にに利用利用できるできる開放的開放的ななネットワークネットワークをを形成形成しし、、
国民国民にに高度高度でで良質良質なな医療医療をを提供提供することをめざしますすることをめざします。。  



  

レセコンレセコンををネットワークネットワーク端末端末へへ［［ORCAORCAプロジェクトプロジェクト］］  

単独で稼動 

■単独のレセプト専用機 
  →普及率80%以上 

■高価 

■■単独単独ののレセプトレセプト専用機専用機  
    →→普及率普及率8080%%以上以上  

■■高価高価  

改善 

公開公開ソフトウェアソフトウェア（（オープンソースオープンソース））方式方式  
によるによるレセプトソフトレセプトソフトのの提供提供  

ORCAとは 
 今後の医療のIT化というものをレセコンの高機能化 

 という切り口で考えた日医での研究プロジェクト 
［［オンラインオンライン型多機能型多機能レセプトレセプト端末端末］］  

院内院内LANLAN  

メーカー 
ベンチャー 

・・導入導入  
・・設置設置  ・・改良改良  
・・維持維持  ・・発展発展  

ネットワークセンタネットワークセンタ  
  ・・バックアップバックアップ  
  ・・マスタマスタ更新更新  
  ・・データデータのの暗号化暗号化にによるよる  
    セキュリティセキュリティのの確保確保  



  

機能拡張機能拡張  

レセプト レセプトレセプト 

電子カルテ 電子電子カルテカルテ 

外科 
整形 
外科 

皮膚科 眼科 

オープンソースオープンソース  

必要必要ななアプリケーションアプリケーションをを選択選択・・作成作成・・発展発展  

医業医業ではなくではなく医療医療にに専念専念できるできる  →→  質質のの向上向上  

・・・・・・  

選択選択できるできる将来像将来像  

共通規格部分共通規格部分 

ＤＢアクセス 
画面制御・通信制御 

セキュリティ 

内科 

他他メーカメーカ・・大学大学ののソフトソフト  

物流物流  経営支援経営支援  遠隔医療遠隔医療・・教育教育  

ORCA ORCAORCA  

他医療機関他医療機関へのへの患者紹介患者紹介  

病診病診・・診診診診連携連携  

（（共同利用施設共同利用施設））  

・・EBMEBM  

・・副作用情報等副作用情報等  



  

日医標準レセプトソフトの特徴１ 

• オープンソース 
–– プログラムプログラムはは無料無料でで入手可能入手可能  

–– 電子電子カルテカルテとのとの連携連携もも可能可能  

–– 市販市販ののパソコンパソコンをを利用利用できるできる  

 

• 日医総研主導 
– 医療業界のノウハウが結集されている 

– 法改正時のプログラム修正が迅速 

– 医師側の意見を取り入れて開発されている。  



  

 

日医標準日医標準レセプトソフトレセプトソフトのの特徴特徴２２  

日医標準レセプトソフト 

医療機関 

ORCA 

サポートセンター（日医総研） 

コマンドコマンド１１つでつで  
最新最新プログラムプログラム  
ををダウンロードダウンロード  
（（無料無料））  

法改正時法改正時はは……  点数改正時点数改正時はは……  

ボタンボタン１１つでつで  
データベースデータベースのの更新更新  
（（無料無料））  

・市販されているパソコン上で動作 
・すべてオープンソース 

（DebianDebian  LinuxLinux、Open COBOL、PostgreSQL） 



  

法改正時法改正時ののマスタマスタ更新時更新時はは……  

 

更新ボタンをクリック 



  

サービスサービス  

ソフトソフト  
（（プログラムプログラム  

データベースデータベース））  

専用専用ハードハード  

今今までのまでのレセコンレセコン販売販売モデルモデル  

コストダウンコストダウン  

新新たなたな  
医療医療システムシステム構築構築  

  
  

医療機関医療機関にとってにとって  
ののメリットメリット  

医療情報医療情報システムシステムのの発展発展にに寄与寄与、、  
かつかつ、、トータルコストトータルコストはは抑抑えられるえられる。。  

日日レセレセででののオープンソースモデルオープンソースモデル  

サービス 

市販市販ハードハード  

オープンソース 
（公開） 

医療機関医療機関ととベンダベンダ双方双方ののメリットメリット
（（例例））  



  

日医標準日医標準レセプトソフトレセプトソフトのの現状現状  



  

レセコンレセコンのの現状現状  

• 医療施設数に対して、レセコン普及率は80%以上（診療
所70%、病院90%）であり、上位メーカー3社で70%のシェ
アを占めています。  

 

• 一般的に導入費が高額になっています。 

 

• オフコンが大半を占めているために専用機となっていま
す。 

 

• 医療法改正時（4月、10月）は、算定方法が変更になるた
め、プログラムのメンテナンスが大変です。 



  



  

環境構成環境構成  

サーバサーバ（（日医日医レセレセ本体本体  LinuxLinux））  

クライアントクライアント（（WindowsWindows®））  

BBルータ 

HUB（８Ｐ） 

レーザプリンタ 

ADSLモデム 

電話回線 

院  内 

（最小システム構成の場合） 

IPv6 



  

費用面費用面についてについて  

• 日レセシステム一式 

– 日レセサーバ2台（主従構成※日医総研推奨） 

– UPS（無停電電源装置） 

– プリンタ1台 

– ネットワーク機器（ハブ、ルーター、LANケーブル） 

• WinORCAパッケージ 

• 導入教育 

• 据付工事費 

• データ移行・整備 

• 帳票カスタマイズ（医療機関独自帳票） 

• 保守 

環境によって金額が変動しますので、サポート業者にお見積りをお願
いします。 



  

日医日医レセレセORCAORCAのの構造構造  



  

ORCAORCAシステムシステム構成構成  



  

ORCAORCAシステムシステムのの構成要素構成要素  



  

ORCAORCAシステムシステムのの構造構造  



  

WinORCAWinORCAについてについて  



  

WinORCAWinORCAのの開発背景開発背景  

「Linuxの操作性の問題」 

「日レセ端末の設置場所の問題」 

         ・・・を克服したい 

WindowsWindows®上上でで実現実現してはどうかしてはどうか？？  
 

WinORCAWinORCA開発構想開発構想のの立案立案  



  

WinORCAWinORCAのの特徴特徴  

日医標準レセプトソフトのWindows®版クライアント 

 

日レセサーバとLAN接続されていれば既存のWindows®端末
で運用可能 

 

並行入力が可能（マルチクライアント） 

 

日本語入力（FEP）はWindows®環境のものを利用 

 

使い勝手を向上させる拡張機能を付加 

一行入力機能一行入力機能、、拡張検索機能拡張検索機能（（診療行為診療行為、、病名検索病名検索、、患者検索患者検索））、、画面画面にに表示表示されるされる
表表のの印刷印刷、、ワンタッチワンタッチによるによる入力入力モードモード切替切替（（CtrlCtrl++11  半角英数字半角英数字,,全角全角ひらがなひらがな、、全全

角角カタカナカタカナ））、、表示表示サイズサイズ調整機能調整機能  などなど  
  



  

WinORCAWinORCAのの画面例画面例  



  

診療行為入力画面診療行為入力画面  拡張検索機能拡張検索機能（（診療行為診療行為））  

一行入力機能一行入力機能  



  

導入例導入例（（既存既存ののLANLANへのへの組組みみ込込みみ））  

DebianDebian//LinuxLinux((WoodyWoody))  

日医標準日医標準レセプトソフトレセプトソフト  

WinORCA WinORCAWinORCA  

WinORCA WinORCAWinORCA  

WinORCA WinORCAWinORCA  WinORCA WinORCAWinORCA  

WinORCA WinORCAWinORCA  



  

WinORCAWinORCA実現方式実現方式  

日医標準レセプトソフト  
Debian/Linux(Woody) 

サーバー 

D
B
 

クライアント 

画面表示 
画面情報の 
受け渡し 

プログラム 
 

WinORCAWinORCA  
  

クライアント 

画面表示 
Windows対応のクライアントを開発 

（計算、集計、出力） 

（（WindowsWindows））  

 



  

ORCAORCA//WinORCAWinORCA--電子電子カルテカルテのの考察考察  



  

OPASOPAS（（Orca Practical Assist SystemOrca Practical Assist System））  

日医総研が開発しているオーダリングシステムを 

 構築するための開発キット 
 →診療科や診療スタイル、医師の好みによってインター

フェースが異なるため、製品化が困難などの理由から 

 パッケージではなく開発ツールを提供。 

 

日医オープンソース宣言に則り、無償・無保証にて
配布。 



  

電子電子カルテカルテととORCAORCA//WinORCAWinORCAのの連携例連携例  

医事室 

診察室 

日医標準レセプトソフト Windows®端末 

電子カルテ 

電子カルテとレセコンが連携されていれば、医療機関内における 
2重登録をなくしサービスの向上が図れる 

連携 

診療行為を登録 



  

WinORCA WinORCA PLUSPLUS  概要概要  

• 診察室で先生が診療行為を入力するための
支援ツール 
→簡易処方オーダリングシステム 

 

• カルテ 処方・処置欄（主にカルテ2号用紙右側）

へ記入する診療行為（日レセのマスタデータを基に

した）をパソコンにて簡単入力。 
– 通常のPCで利用できるのはもちろん、キーボードレス

で利用できるようにタブレットPCやタッチパネルPC
で入力可能 



  

WinORCAWinORCA  PLUSPLUS画面例画面例  



  

 

WinORCAWinORCA  PLUSPLUS連携例連携例（（医事医事））  

事務処理削減！！ 
受付、処方箋・請求・領収書発行 

のみ 

日レセと連動！ 

プリンタへ印字して 
カルテに貼り付け！ 

医事室 診察室 

•患者名検索の簡素化 ORCAの受付機能と連動 

•診療行為、薬剤入力の簡素化 Do機能、入力セットも利用可能 

•薬剤併用禁忌チェック 診察室でチェックを実現 

•日レセサーバのマスタデータを利用 常に最新マスタデータを利用 

医師と事務職員による診療行為の2重入
力を防ぐと共にサービスの向上が図れる 

日レセサーバ WinORCA PLUS 



  

 

検査室 

WinORCAWinORCA  PLUSPLUS連携例連携例（（各部各部
署署））  

診察室 

医事室 

薬局 

WinORCA PLUS 
WinORCA  

（オーダー） 

（オーダー） 

WinORCA PLUS 



  

カルテカルテへのへの貼貼りり付付けけ例例  

レシート型プリンタで出力する場合の出力例 
通常のプリンタでも印字可能 



  

ORCAORCAビジネスビジネス展開展開  



  

ビジネスモデルビジネスモデル 
  医療モール廊下(道路) 

 内科医院 外科医院 

胃腸科医院 

耳鼻科医院 

眼科医院 

携
帯
で
受
付
＆ 

携
帯
で
支
払
い 

調剤薬局 共用情報システム 

● 携帯受付･会計 

● レセプト（日レセORCA) 

● オーダリング 

● 検査・医療画像管理 

● 電子ペンによる手書き所見 



  

日レセ 

会計・各種統計システム 

院内グループウェア 

受付システム 

 

在庫管理システム 

受付待ち表示システム 

Ａ外科医院 

Ｂ内科医院 

Ｃ眼科医院 

ORCAをベースとするソリューションの展開 

 

 

ORCAをベースとするシステム 

ネットワーク 

●選択肢が増える 

●複数のシステムと連携 

紹介状 

電子カルテ・オーダリング 



  

携帯電話＆ICカード共通診察券 

WinORCAWinORCA

WinORCAWinORCA

WinORCAWinORCA

WinORCAWinORCA

ICカード 

（電子マネー） 

携帯電話 
リーダー 

受 付 

会 計 

日レセ 

ORCAサーバ 

予約受付待ち
時間案内 

自宅・勤務先 

外出先等で利用 

Ａ内科医院 

Ｂ外科医院 

Ｃ眼科医院等 

～ 患者の携帯電話やカードを活用 ～ 



  

診療(レセプト)データとの連携 

WinORCAWinORCA

WinORCAWinORCA

WinORCAWinORCA

Ａ医院 

受付 

電子カルテ 

所見入力 

日レセ 

ORCAサーバ 

診察室 

医療機関経営者･スタッフ 

●統計ソフト 

●会計ソフト 

●在庫管理･物流 

●グループウェア等 

情報が公開される
オープンソースをベ
ースにシステムを構
築 



  

医療のIT化のステップ 

 

患者受付
(WinORCA) 

電子ペンによる
手書き所見入力 

医療画像ファイル 
管理(RS-Baseの例) 

オーダリング
(WiNORCA PLUS) 

低コストかつ現行に近い運用から全員参加型の電子カルテへ 



  

電子ペンによる手書き所見入力例 


